
市
民
の
暮
ら
し
を
守
る

の
が
市
長
の
仕
事
だ
。
何
も
し

て
い
な
い
じ
ゃ
な
い
か
。

住
吉
、
泉
町
の
ま
ち
づ
く
り
を

真
剣
に
検
討
せ
よ
！

老
朽
化
し
た
公
民
館
、

福
祉
会
館
、
児
童
館
等
の
建
て

か
え
を
考
え
よ
。

こ
ど
も
の
発
達
支
援
セ

ン
タ
ー
の
建
設
が
１
年
お
く
れ

て
い
る
。
そ
の
他
の
施
設
は
、

総
合
計
画
策
定
で
協
議
す
る
。
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Ｉ
Ｔ
先
進
自
治
体
で
は

地
域
に
開
か
れ
た
学
校
づ
く
り

な
ど
の
た
め
、
家
庭
、
地
域
を

結
ぶ
ブ
ロ
ー
ド
バ
ン
ド
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
化
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

こ
れ
は
、
映
像
な
ど
情
報
を
高

速
で
で
き
学
校
行
事
の
生
中
継

を
家
庭
で
見
れ
る
と
い
う
も
の

で
あ
る
が
、
西
東
京
市
で
は
考

え
ら
れ
な
い
か
。

小
学
校
２
校
、
中
学

校
２
校
の
４
校
を
100
Ｍ
（
メ

ガ
）
の
超
高
速
回
線
で
結
ぶ
予

定
で
あ
る
。

文
化
芸
術
は
人
の
創
造

性
を
は
ぐ
く
み
、
心
豊
か
な
社
会

を
形
成
す
る
も
の
で
あ
る
。
文
化

芸
術
に
関
し
、
基
本
理
念
を
定
め

た
文
化
芸
術
振
興
基
本
法
が
公
布

さ
れ
た
が
、
当
市
の
取
り
組
み
は

ど
う
な
っ
て
い
る
か
。今年

度
中
に

文
部
科
学
省
が
基
本
方
針
を
示

す
の
で
、
そ
れ
を
受
け
な
が
ら

広
く
市
民
の
意
見
を
聞
き
、
法

に
沿
う
よ
う
な
施
策
展
開
を
図

っ
て
い
き
た
い
。

地
球
の
平
均
気
温
は
過

去
100
年
に
、
0.4
か
ら
0.8
度
上
昇

し
、
2
1
0
0
年
に
は
1.4
か
ら

5.8
度
上
昇
が
見
込
ま
れ
て
い
る
。

こ
の
ま
ま
温
暖
化
が
進
む
と
、

植
物
分
布
を
初
め
生
態
系
の
変

化
や
、
海
面
上
昇
に
よ
る
水
没

地
域
の
拡
大
な
ど
、
人
類
の
生

存
を
脅
か
す
深
刻
な
事
態
で
あ

る
。
西
東
京
市
で
の
環
境
に
配

慮
し
た
施
策
は
ど
う
か
。

地
球
温
暖
化
防
止
計
画

の
策
定
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

住
民
基
本
台
帳
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
シ
ス
テ
ム
の
対
応
に
つ

い
て
。
市
民
は
、
自
己
の
情
報

を
だ
れ
に
流
し
て
よ
い
か
を
決

め
、
管
理
す
る
権
利
が
あ
る
と

私
は
考
え
る
が
、
市
長
は
、
そ

う
い
っ
た
市
民
の
権
利
に
つ
い

て
ど
の
よ
う
に
お
考
え
か
。

そ
の
管
理
責
任
と
権
限

は
、
行
政
に
あ
る
と
い
う
こ
と

は
言
う
ま
で
も
な
い
。

市
長
は
、
市
民
の
権
利

に
つ
い
て
全
く
理
解
し
て
い
な

い
。
認
識
不
足
も
甚
だ
し
い
。

生
き
る
力
は
何
か
。
私

は
、
異
質
な
相
手
と
の
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
力
、
自
己
決
定
、

自
己
責
任
、
自
分
で
物
事
を
判

断
す
る
主
体
性
の
力
で
は
な
い

か
と
思
う
。

知
・
徳
・
体
の
全
人

的
な
力
を
兼
ね
備
え
る
。
主
体

性
と
い
う
も
の
で
あ
ろ
う
。

谷
戸
せ
せ
ら
ぎ
公
園
付

近
の
交
番
設
置
、
パ
ト
ロ
ー
ル

強
化
を
求
め
る
。

パ
ト
ロ
ー
ル
を
強
化
す

る
。

◆
新
町
５
丁
目
９
番
か
ら
13
番

地
域
の
水
路
に
砂
利
を
か
ぶ
せ

て
あ
る
敷
地
の
対
応

◆
新
町
地
域
か
ら
上
向
台
小
へ

の
通
学
路
の
安
全
確
保

◆
北
原
交
差
点
付
近
の
交
通
動

線
変
更
の
歩
道
確
保

◆
緑
町
２
丁
目
の
ス
ク
ー
ル
ゾ

ー
ン
対
策
。
陳
情
が
採
択
さ
れ

た
後
の
対
応

◆
は
な
バ
ス
路
線
沿
い
の
商
店

の
売
り
上
げ
影
響
へ
の
対
策

用
語
の
解
説

請
願
等
の
審
議
結
果
に
つ
い
て

は
、
採
択
か
不
採
択
か
、
二
者
択

一
が
原
則
で
す
。
し
か
し
、
西
東

京
市
議
会
で
は
、
請
願
等
提
出
さ

れ
る
市
民
の
皆
さ
ん
の
願
意
を
で

き
る
だ
け
取
り
上
げ
る
た
め
、
こ

の
ほ
か
に
「
趣
旨
採
択
」「
一
部

採
択
」
と
い
う
方
法
を
と
り
入
れ

て
い
ま
す
。
そ
れ
ぞ
れ
の
意
味
は
、

次
の
と
お
り
で
す
。

《
趣
旨
採
択
》
　

請
願
等
の
事
項
（
内
容
）
に
つ

い
て
は
十
分
理
解
で
き
る
が
、
市

の
財
政
事
情
そ
の
他
の
事
情
か
ら

直
ち
に
実
現
が
難
し
い
と
議
会
が

判
断
し
た
場
合
に
、
意
見
を
付
け
、

そ
の
趣
旨
を
採
択
と
す
る
も
の
で

す
。

《
一
部
採
択
》

請
願
等
の
事
項
（
内
容
）
の
ほ

と
ん
ど
に
つ
い
て
賛
成
で
き
る
が
、

一
部
賛
成
で
き
な
い
事
項
が
あ
る

場
合
に
、
そ
の
部
分
を
除
き
、
採

択
と
す
る
も
の
で
す
。

こ
れ
ら
の
結
果
に
つ
い
て
は
、

採
択
の
場
合
と
同
様
、
議
長
か
ら

市
長
等
に
送
付
さ
れ
、
市
長
等
は

こ
の
議
会
の
意
思
を
尊
重
し
、
で

き
る
限
り
、
そ
の
実
現
に
努
力
す

る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

住
民
基
本
台
帳
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
シ
ス
テ
ム
稼
働
に
伴
い
、

拒
否
や
削
除
等
で
の
コ
ー
ド
通

知
返
却
は
何
件
あ
り
、
そ
の
対

応
は
。

９
月
４
日
現
在
、
拒
否

件
数
72
世
帯
160
人
返
却
。
法
の

趣
旨
を
ご
理
解
い
た
だ
く
た
め

何
ら
か
の
方
法
で
対
応
す
る
。

横
浜
市
の
希
望
制
、
個

人
的
に
離
脱
す
る
こ
と
は
シ
ス

テ
ム
上
可
能
か
。

接
続
拒
否
、
個
人
離
脱

は
住
民
基
本
台
帳
法
上
で
き
な

い
。
選
択
制
の
自
由
は
な
い
。

市
民
の
権
利
を
守
り
、

接
続
中
止
、
凍
結
な
ど
地
方
自

治
の
観
点
か
ら
独
立
性
と
自
己

決
定
権
を
尊
重
す
べ
き
。

市
民
参
加
条
例
の
中
の

市
民
投
票
と
は
別
に
、
18
歳
以

上
（
永
住
外
国
人
含
む
）
常
設

型
の
住
民
投
票
条
例
の
制
定
を

提
案
す
る
が
ど
う
か
。

18
歳
と
い
う
の
は
、
地

方
自
治
体
で
は
非
常
に
関
心
を

呼
ん
で
い
る
。
西
東
京
市
の
市

民
投
票
は
、
市
議
会
の
議
決
を

経
る
必
要
の
な
い
常
設
型
の
住

民
投
票
で
は
な
い
。

基
本
健
康
診
査
や
各
種

検
診
を
受
診
し
た
か
っ
た
が
、

受
診
で
き
ず
申
し
込
み
で
き
な

か
っ
た
方
へ
の
対
応
を
検
討
し

て
い
る
か
。

申
し
込
み
者
以
外
の
対

応
は
、
事
業
実
態
、
予
算
執
行

状
況
、
委
託
医
療
機
関
の
受
け

入
れ
体
制
等
勘
案
し
、
追
加
実

施
も
含
め
検
討
す
る
。

認
証
保
育
所
や
保
育
室

は
、
行
政
コ
ス
ト
が
安
い
反
面
、

保
護
者
に
と
っ
て
は
保
育
料
が

所
得
別
と
な
っ
て
い
な
い
の
で
、

認
可
保
育
所
に
比
べ
安
く
は
な

い
と
い
う
の
が
一
般
的
で
あ
る
。

福
生
市
で
は
、
都
や
市
が
定

め
る
一
定
の
基
準
を
満
た
す
認

可
外
保
育
所
に
子
ど
も
を
通
わ

せ
る
家
庭
を
対
象
に
、
認
可
保

育
所
に
子
ど
も
を
通
わ
せ
た
場

合
と
同
様
の
負
担
に
な
る
よ
う

補
助
す
る
制
度
を
10
月
に
開
始

す
る
見
通
し
で
あ
る
。
西
東
京

市
も
、
こ
の
補
助
制
度
を
実
施

し
、
待
機
児
ゼ
ロ
を
目
指
せ
。

補
助
金
の
見
直
し
は
、

公
平
性
、
妥
当
性
等
を
考
慮
し
、

慎
重
に
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
。

福
生
市
の
例
も
踏
ま
え
て
検
討

し
て
い
き
た
い
。

高
齢
者
・
障
害
者
の

「
は
な
バ
ス
」乗
車
料
に
つ
い
て

９
月
30
日
以
降
の
「
は

な
バ
ス
」
で
の
シ
ル
バ
ー
パ
ス

利
用
の
延
長
に
つ
い
て
は
ど
の

よ
う
な
結
論
に
な
っ
た
の
か
。

10
月
１
日
よ
り
、
幾
つ

か
の
条
件
の
中
で
乗
車
料
の
無

料
化
に
踏
み
切
り
た
い
。
車
い

す
等
の
介
助
者
、
66
歳
以
上
で

東
京
都
の
マ
ル
福
の
医
療
証
を

お
持
ち
の
方
、
70
歳
以
上
で
国

の
老
人
医
療
証
を
お
持
ち
の
方
、

及
び
シ
ル
バ
ー
パ
ス
の
利
用
者

を
引
き
続
き
無
料
と
す
る
こ
と

な
ど
に
つ
い
て
協
議
中
で
あ
る
。

ま
た
、
平
成
15
年
４
月
以
降
に

つ
い
て
は
、
今
年
度
中
に
精
査
、

検
討
す
る
。

児
童
扶
養
手
当
は
、
母

子
家
庭
の
生
活
を
支
え
る
命
綱
。

そ
れ
を
切
り
捨
て
る
国
の
や
り

方
い
い
な
り
か
、
そ
れ
と
も
市

の
支
援
策
を
指
示
し
た
の
か
。

対
策
は
と
る
。１

人
当
た

り
の
影
響
額
は
、
月
２
千
700
円

の
引
き
下
げ
に
な
り
、
対
象
者

は
27
％
減
少
す
る
。
対
策
は
、

他
市
の
様
子
を
見
る
。

10
月
か
ら
医
療
費
が
値

上
げ
さ
れ
、
高
齢
者
の
生
活
が

大
変
に
な
る
。
国
の
や
り
方
い

い
な
り
か
、
そ
れ
と
も
市
の
支

援
策
を
指
示
し
た
の
か
。

老
人
医
療
費
が
１
割
負

担
と
２
割
負
担
に
な
る
。
対
応

は
、
部
長
に
答
弁
さ
せ
る
。

国
民
健
康
保

険
加
入
者
は
、
今
年
度
680
人
が

負
担
増
に
な
る
。

老
人
保
健
は
、

対
象
者
を
75
歳
に
引
き
上
げ
、

そ
の
対
象
者
は
、
今
年
７
月
末

現
在
２
万
600
人
で
、
１
割
負
担
、

２
割
負
担
に
な
る
。
パ
ン
フ
レ

ッ
ト
で
知
ら
せ
る
。

住
基
ネ
ッ
ト
が
８
月
に

稼
働
さ
れ
た
が
、
個
人
情
報
保

護
法
未
整
備
の
中
、
杉
並
区
、
国

分
寺
市
等
不
参
加
の
自
治
体
も

あ
り
、
多
く
の
住
民
か
ら
不
安

や
批
判
の
声
が
上
が
っ
て
い
る
。

①
市
は
、
参
加
し
た
く
な
い
市

民
の
私
に
関
す
る
情
報
を
住
基

ネ
ッ
ト
か
ら
削
除
せ
よ
②
市
は
、

住
基
ネ
ッ
ト
の
稼
働
を
中
止
し
、

国
に
稼
働
中
止
を
求
め
よ
。

市
独
自
の
対
策
会
議
を

設
置
し
安
全
を
確
保
。
中
止
は

し
な
い
。
国
に
市
長
会
よ
り
安

全
対
策
の
要
望
書
を
提
出
し
た
。

高
齢
者
ふ
れ
あ
い
訪
問

は
調
査
結
果
を
ど
う
生
か
す
か
。

ケ
ー
ス
ワ
ー
カ
ー
や
ヘ
ル
パ
ー

な
ど
市
職
員
を
増
員
せ
よ
。

西
原
や
芝
久
保
で
の
高

齢
者
の
悲
し
い
事
件
を
踏
ま
え
、

民
生
委
員
が
高
齢
者
世
帯
を
訪

問
、
調
査
し
、
高
齢
者
の
地
域

見
守
り
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
検
討
委

員
会
を
立
ち
上
げ
支
援
し
た
い
。

医
療
制
度
改
悪
の
も
と
、

市
民
と
市
の
国
保
特
別
会
計
の

医
療
費
負
担
軽
減
の
た
め
、
高

い
新
薬
中
心
か
ら
、
効
能
が
同

じ
で
薬
価
の
安
い
後
発
薬
品
の

活
用
を
国
に
強
く
求
め
る
と
と

も
に
、
公
立
昭
和
病
院
、
近
隣

の
医
療
機
関
等
に
要
請
せ
よ
。

国
は
各
病
院
に
後
発
薬

品
使
用
促
進
を
通
知
。
今
後
、

国
の
動
向
を
見
て
対
応
し
た
い
。

西
原
二
小
跡
地
利
用
の

市
民
参
加
を
早
期
に
実
施
せ
よ
。

一
定
の
検
討
を
し
た
段
階

で
市
民
の
意
見
等
を
い
た
だ
く
。

住
基
ネ
ッ
ト
中
止福祉

充
実
、
医
療
費
軽
減
を

武
藤
　
朝
子
（
共
産
）

高
齢
者
、
母
子
家
庭
の
支
援
に
税
金
を
使
え
！

葉
原
　
時
美
（
共
産
）

質
問

答
弁

質
問

答
弁

質
問

答
弁

質
問

答
弁

「
趣
旨
採
択
」

「
一
部
採
択
」と
は
？

住
民
基
本
台
帳
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
異
議
あ
り
！

蔵
野
　
雅
章
（
民
主
）

認
証
保
育
所
等
へ
通
わ
せ
る

保
護
者
へ
の
補
助二

木
　
孝
之
（
民
主
）

地
域
住
民
の
自
己
決
定
権
。
市
民
の
権
利
は
？

桐
山
　
ひ
と
み
（
民
主
）

西
東
京
市
の
文
化
芸
術
の

基
本
理
念
を
示
せ

石
毛
　
茂
（
民
主
）

質
問

教
育
長

質
問

質
問

市
長

意
見

質
問

教
育
長

質
問

部
長

市
民
生
活
部
長

質
問

市
長

質
問

答
弁

質
問

答
弁

意
見

質
問

答
弁

質
問

答
弁

質
問

市
長

質
問

市
長

質
問

市
長

児
童
青
少
年
部
長

質
問

市
長

市
民
生
活
部
長

保
健
福
祉
部
長

意
見

質
問

市
長

多摩六都ビッグバンド養成講座・修了コンサート


